
令和７年度 江戸川区立上一色南小学校 人権教育年間指導計画（第１学年） 
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「  」＝個別的な視点からの取組（末尾の「 」内は人権課題）    ＝関連的な指導     ＝多様性を理解し、尊重し合う態度を育成することを重点と

した指導。 

なかよし班活動（縦割り班活動）の中で、異学年の友達の気持ちを考え、行動する態度を養う。 

[ 文

書

の

引

自分のよいところや、友達のよいところを紹介し
合い、互いのよさを認め合う。 

友達のよいところを発見し、互いに紹介し合い、より仲を 

深める。 

友達がいることのよさを紹介し合い、関わ

り合うことの大切さを理解する。 

生活 

友達や２年生

と一緒に学校
探検をして、施

設を知る。 

国語 

友達に楽しかったことを話したり、友
達の話を聞いたりする。 

生活 

自分でアサガオを育て、草花に関心をもち、命を大切

にしようとする。 

図画工作 

「消防の絵」等を通して、

自他の作品の良さを話し
合う。 

国語 

場面の様子を想像し、楽しみな

がら読む。 

体育 
友達と励まし合って取り組み、成長を喜ぶ。 

音楽 

演奏や合唱を練習し皆
で合わせることの楽しさ
に気付く。 

国語 
友達との心の交
流を深める。 

国語 

場面ごとの登場人物の
気持ちや様子の変化を

予想したり想像したりし

ながら読む。 
 

生活 

１年間の成長を見つめ、

自分なりの課題を設定す
る。 

集団生活の充

実 
友達などの多

くの人ととも

に、よりよい学
校生活を送ろ

うとする。 

 

礼儀 

あいさつの大

切さを知り、気
持ちのよいあ

いさつをしよう
とする。 

正直、誠実 

うそやごまかし

をせず、いけな
いことをしたと

きは素直に謝
ろうとする。 

希望と勇気 

自分のやるべ

き仕事や勉強
をやり遂げるこ

とを大切にしよ
うとする。 

家族愛 

家族のために

自分ができるこ
とはないか考

えようとする。 

友情・信頼 
友達と仲良く

し、助け合うこ

とが大切であ
ると気付こうと

する。 

生命の尊さ 

生きていること

のすばらしさを
実感するととも

に生命を大切に
しようとする。 

自然愛護 

自然がもつ不

思議さや、生命
力に気付こうと

する。 

自由と責任 

よいことと悪い

ことの区別を
し、よいと思う

行動をすすん

で行おうとす

る。 

感謝・思いやり 

相手のことを

考えて温かい
心で接し、親

切に行動しよう
とする。 

個性の伸長 

友達や自分に

は様々なよい
ところがあるこ

とに気付こうと
する。 

公正・公平 

人と接するとき

には声を掛けら
れた相手が笑顔

になるような言

葉を使っていこう
とする。 

感動 

美しいものや清

らかなもののよ
さ気付こうとす

る。 

郷土愛・愛国心 

日本の年中行

事や自分たち
が住んでいる行

事について理解
しようとする。 

国際理解 

自分から他国の

人とコミュニケー
ションをとろうと

する。 

１年生として学

校の仲間にな
るという心を育
てる。 

学級や学校での

生活をよりよくす

るための課題を見

出し、解決するた

めに話し合う。 

ユニセフ募金活

動を通して、世界

の子どもについ

て知り、理解を深

める。 

協力して演技し

たり競技に取り

組んだりする。 

個人面談 家
庭との連携を密

にし、児童一人

一人の実態を

把握する。 

鑑賞を通して、友

達の良さを認め

合う。 

ふれあい月間

（いじめ防止強

化月間） 

協力して生活し、望ましい人間

関係の在り方について考える。 

お世話になった６

年生に感謝の気

持ちを伝え、よりよ

い人間関係を作

る。 

個人面談 家庭
との連携を密に

し、児童一人一

人の実態を把握
する。 

個人面談 家
庭との連携を

密にし、児童一

人一人の実態

を把握する。 


